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【要　旨】2010・2011年度に活動した研究部会「国際交流の推進：ロンドン大学教育研究所との交流」の活
動についての報告である。早稲田大学教育・総合科学学術院とロンドン大学教育研究所とは、2011年５月に
箇所間交流に関する「覚書」を締結して今日にいたっているが、その交流の経緯、経過を紹介・記録したも
のである。とりわけ日本学生支援機構採択の「SS & SV」プログラムの実施は、交流推進に重要な役割を果
たしたといえる。
１．経緯
　早稲田大学教育・総合科学学術院は、国際交流の一環としてロンドン大学教育研究所（IOE）
との「教育」をキーワードとした交流を推進している。本学術院に附置される教育総合研究所は、
学術院内の一組織として、国際交流活動の推進、交流事業の企画・運営に積極的に関与している。
IOEとの交流では、2009年度に IOEからの派遣講師による講演会――2009年９月30日、エドワー
ド・ヴィッカーズ氏（ロンドン大学教育研究所上級講師、現在は九州大学）による「逆カルチャー
ショック」、および同年10月９日、デイビッド・ブロック氏（同教授）による「グローバライゼー
ションと英語教育に関する一考察」――を開催して、具体的な研究交流を実現した。これを公式
的な交流の端緒として、「教育」をテーマに掲げた交流を深めていくため、教育総合研究所が交
流事業の企画・運営の推進に積極的にかかわることになった。
　ロンドン大学教育研究所は1902年に創設され、本学術院の基盤となる教育学部の前身、高等師
範部は1903年に開設されている。そこに共有される100年を越える教学の歴史を踏まえ、本学術
院とロンドン大学教育研究所の研究の共通性と補完性、そして各組織がもつ重要なアカデミック
スを確認しつつ、講演に加えて、ワークショップなどの企画・開催、将来に於ける共同研究等を
含めた教員・学生間の多様な交流が期待できる。関連する分野としては、教育学、教員養成、言
語教育、社会科学、理科教育などが考えられる。こうした発展的な課題意識をもちながら、2010
年度研究部会の募集にあたり、「国際交流の推進：ロンドン大学教育総合研究所との交流」（主
任：2010年度は稲葉敏夫、2011年度は堀誠）を企画・構成するにいたった。
２．活動（2010年度）
　初年度となる2010年度は、IOEとの具体的な交流内容やその企画運営に関して協議し、かつ教
194 早稲田教育評論　第 27 巻第１号
育・総合科学学術院内の箇所間の連携を重要視して、まず大学院教育学研究科開設20周年事業の
一環として企画される「教育学研究科、高麗大学、ロンドン大学教育研究所」による記念講演会
の開催を支援することとなり、IOEからは前年度に引きつづきエドワード・ヴィッカーズ氏に講
師を依頼した。
　10月１日にはポール・ダウリング氏（ロンドン大学教育研究所教授　大学院研究担当長）によ
る講演会「方法としての社会学―文化、テクスト、知識のフォレンシックス（科学的検査）から
の離脱―」を開催し、多くの来聴者を得た。
　2011年３月には、こちらから湯川次義･吉田文･堀誠の３名が IOEを訪問し、「教育」をキー
ワードとする具体的な交流の可能性と発展性をめぐる意見交換を行い、同時に、湯川・吉田が講
演し、双方向的な学術交流の形が生まれたといえる。
　この訪問に先んじて、IOEの国際交流担当者であるマイク・ウィンター氏を窓口として、「教
育」をキーワードとする交流の具体化について意見の交換を進め、交流活動をさらに熟成させ
るべく、教育・総合科学学術院と IOEとの箇所間交流に関する「覚書」（Memorandum　of　
Understanding）の締結に向けて継続的に協議を重ねるにいたった。交流の柱となるのは、以下の
５点である。
・講義を行う教職員の交換
・学術的なセミナーの企画と参画
・双方によって選定された課題に関する共同研究への参画
・特に教育計画、教育方法、教材、学術的出版物に関する、相互に関心を引く情報 の相互交換
の促進
・研究または他の研究的な活動に係わることを目的とした、両機関間の学生の訪問の促 進
　その意見交換を重ねる間に、文部科学省予算による日本学生支援機構（JASSO）「平成23年度
留学生交流支援制度」の公募が明らかになった。３か月以内のSS（Short Stay）およびSV（Short 
Visit）の留学プログラムの参加者に対して、１か月当たり一律８万円の奨学金（フリーハンド使
用）を支給するというものである。まさに受入・派遣の双方向的な学生交流を進める恰好の追い
風でもある。３月上旬に予備申請に応じ、その後、IOE訪問時には、「教育」をキーワードとす
る活動について意見交換する中で、この奨学金支給の可能性を伝えた。
　訪問終了後の３月11日、東日本大震災が発生。湯川・吉田・堀はイギリスでの罹災となり、延
泊を余儀なくされるなど、外地での罹災経験をする。震災後の厳しい生活環境下で、早稲田大学
は卒業式･入学式を中止。その不安定な情勢の中で、宿題を抱えつつ新年度を迎えることとなっ
た。
３．活動（2011年度）
　震災下にあって、幸いなことに４月15日には交渉の甲斐あって「覚書」（Memorandum of 
Understanding）が合意に達し、５月に正式調印できたことは朗報であった。
　かつ、震災の影響で遅れていた「平成23年度留学生交流支援制度」もほぼ時を同じくして正式
公募となり、４月下旬に本申請、６月には採択の通知を得た。その決定により、本研究部会の活
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動も、講演会の開催に加えて、具体的な学生交流のプログラム策定と運営に展開するにいたった。
とりわけ学生交流プログラムは受入と派遣の双方向から成りたつもので、そのプランニングと実
施の遣り取りを介して IOEとの交流が深まりつつある。以下に、その学生交流プログラムにつ
いてまとめておく。
４．「平成23年度留学生交流支援制度」に関して
　文部科学省予算による日本学生支援機構（JASSO）「平成23年度留学生交流支援制度」の公募
に際して採択された本学術院のプログラムは、〈「教育」を回路とする国際交流―早稲田大学教育
･総合科学学術院とロンドン大学教育研究所との交流―〉と題するものである。2011年５月に締
結にいたった本学術院とロンドン大学教育研究所（IOE）との箇所間の学術交流に関する「覚書」
（Memorandum　of　Understanding）に基づく、学生交流のプログラムとしての提案にほかなら
ない。まさにその制度を利用し得ることは、学生交流を一つの柱と位置づける本学術交流にとっ
て僥倖であったといえる。
　ただ３月11日に発生した東日本大震災下での実施でもあり、とりわけ原発問題を抱えてSSの
申請者がどれほどあるかといった不安材料もあったが、秋の実施でもあったため、杞憂に終わっ
た。本制度によるフリーハンド型の奨学金支給は非常に有益であり、かつ魅力的でもあったろう。
　SV参加者の募集は、ガイダンス・書類審査・面接により行われ、A・B・Cの３プログラム（後
述）の参加者が決定された。やはり奨学金の支給は大いに歓迎されたが、欧米を対象地としたプ
ログラムの場合、アジア・オセアニアの地域と比べて渡航費用ならびに滞在費用が高く、奨学金
にプラスする金額が少なくない。そのアンバランスの解消を望む声も少なからず聞かれたことを
記しておきたい。
　初めての企画にもかかわらず、具体的な学生交流のプログラム策定と運営には教員と職員の間
で役割分担に基づく協働の形が生まれ、かつ受入と派遣に関する箇所間の事務的な遣り取り、そ
してプログラムのプランニングと実施を通して、パートナーとなる IOEとの国際学術交流の「き
ずな」が強まりつつある。そして、双方の重要なアカデミックスにおいて、学生交流プログラム
における将来的な展開、とりわけ教育学、教員養成、言語教育に加えて社会科学、理科教育など
を含めた多方面への展開も予想される中で、今後への発展的な下地が築かれたといえる。特に、
SSおよびSV参加者から提出されたレポートは、今後の展開を考える上で貴重な資料となる。
　プログラムごとの成果、効果について、担当者からの報告を以下に記しておく。
◎SS（Short  Stay） プログラム
○日本の教育現場を知るプログラム（2011年11月７～ 12日：15名）
１）ラウンドテーブル：事前にエントリーしてもらい、別プログラムで来日中の高麗大学院生を
含めて、日・英・韓で学ぶ学生たちが「教育」をテーマに研究発表し、活発に意見を交わした。
多文化・異文化の中での問題の多様性を含め、国際的な学術交流の場が創り出された。実施に
際してレジュメ集を作成。
２）特別講義：学校・教育制度、文化に関する講義を用意し、日本の教育や文化を知る手がかり
とすることができた。学校見学を前に、リクエストに応じて日本の学校制度を紹介する講義も
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実施し、その対応にも評価を得た。
３）学校見学：公立小学校・中学校の授業や学校行事の準備を参観し、教員・生徒と給食を食べ
ながら交流した。日本の義務教育の現場について直に知ってもらうことができ、参加者の眼も
大いに輝いていた。
４）ミニツアー：浅草・隅田川・浜離宮
　　かっぱ橋道具街を歩き日本の物づくりを知り、浅草・隅田川・浜離宮をクルーズして、都市
と河川とそこに息づく日本の文化に触れた。浜離宮では、茶道も体験して狩場の庭園を満喫し
てもらうなど、積極的に文化理解につとめてもらうことができた。
５）図書館、インターネット利用：学内キャンパスツアーを実施し、施設・機関を案内するとと
もに、施設利用を円滑にするためガイダンスを行った。
６）多くの参加者がプログラム前後の１週間を有効に利用して、日本での知見を広げることがで
きた。
◎SV（Short  Visit） プログラム（2012年１月～３月）
○プログラムA：
　「教育学各領域を研究する大学院生（学士課程学生を含む）に対する日英双方での個別研究指導」
A１プログラム（３月５～９日：６名）
１）IOE主催の特別講義への参加：関連領域の研究者から、研究の最前線の状況を聞くことがで
き、それに関する質疑は、大学（院）生の今後の研究に役立つものであった。
２）中等学校２校（公立・私立）の訪問：イギリスの中等学校の現状に関する概要説明、授業お
よび生徒の各種活動の参与観察、生徒との懇談などを行い、イギリスの中等教育が抱える問題、
日本とイギリスの教授法の違い、生徒の授業への参加方法の違いなどを知ることができた。
３）図書館、インターネット利用：IOEの大学院生と同様のサービスを受けることができたた
め、各人の研究課題に関する文献の検索、研究情報の収集ができた。
　IOEのプログラムは１週間であったが、その前後の１週間の滞在が可能であったため、多くの
大学（院）生が、その期間を利用し、関連領域の研究者との面談、情報の収集などを行うことが
できた。
 A ２プログラム（１～３月：３名）
１）授業への参加：３か月間の滞在期間中に、IOEの大学院生と同等に授業へ参加することで、
新たな研究方法について知識を得ることができた。
２）教員からのアドバイス：各自の研究テーマについて、教員からの個別にアドバイスを受ける
ことができ、研究についての視点を得ることができた。
３）IOE以外の研究者との交流：キングス・カレッジ、オックスフォード大学などの研究者とも
交流し、研究上のアドバイスを受けることができた。
４）図書館、インターネット利用：IOEの大学院生と同様のサービスを受けることができたた
め、各人の研究課題にそった文献の検索、研究情報の収集ができた。
（吉田文）
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○プログラムB：
　「英語教育を専攻する大学院生（学士課程生を含む）のLCC（学習・カリキュラム・コミュニ
ケーション）プログラム」（３月５～９日：８名、３月５～ 19日：１名）
　大学院教育学研究科の、特に英語教育専攻の修士課程院生４名、博士後期課程院生３名、研究
科進学が決定の学部生１名、及び将来研究科進学を希望している学部生１名の計９名の参加のも
とに実施された。参加者は IOEのDepartment of Learning, Curriculum and Communication（以後、
LCC）が設置している大学院各コースの授業の一部（一人が自分の興味に基づき２つのコース
を選択）を聴講し、IOEでの授業参加体験をすると同時に、IOE院生や担当教員との意見交換
にも参加した。この他にもプログラムA,  Bの双方の参加者のために IOE、LCCの教員に２つの
特別講演（１ .Sociolinguistics and Language in Society by Prof.David Block,  ２ .Discourse, Society and 
Culture by Dr John O’Regan） をして頂いた。参加者はそれぞれの講義に先立ち、担当教員より、
reading list や課題等を前もって送って頂き、５日間という短い滞在の中で、空き時間には図書館
等で資料を探し、授業参加の準備をする等、IOEの院生の学生生活の一部も身を以て体験した。
　３月７日と９日は早朝より、一日がかりの学校訪問をした。７日はCarshalton Boys Sports 
College,９日はRiddlesdown Collegiateを訪問し、言語関係の授業を参観すると同時に、校長、副
校長、先生などより、学校運営、教員研修のシステムなどに関しても説明して頂き、質問にも対
応して頂いた。多文化多言語のロンドンの中・高等学校訪問や授業参観を通して、参加学生は特
に日本の教育事情との比較という点で、大変に興味を示し、多くの刺激を受けたようである。
　参加者は５日間という短期間に、上述のように英国における言語教育事情を、理論と実践の双
方から体験し、知見を深め、今後の研究の深化への大きな示唆を得たようである。大変密度の濃
い、収穫の多い１週間であったといえる。　
（村田久美子）
○プログラムC：
　「初・中等教員のための日英比較教育実践セミナー」（３月12 ～ 16日：13名）
　リクエストに沿って、１）学校訪問、２）PGCE tutorによる講義、３）PGCEの学生との交
流が準備され、盛りだくさんの上に、一つ一つに十分な時間が確保されたプログラムになってい
た。
　タイプの異なる３つの学校の訪問では、学校の教育・運営方針や現状の説明、施設・設備見学、
複数の授業の参観、児童・生徒との懇談などが終日にわたって行われ、多文化傾向の加速する現
在の英国の学校の実態・課題を学ぶことができた。PGCE tutorによる講義では、IOEの教員養
成そのもの、すなわちワークショップ型の＜活動し、考え、交流する＞授業を実際に体験した。
さらに、PGCEの学生との交流では、教師になることを前提とした学生同士によるフリーディス
カッションが行われ、抱える課題の異同を確認するなど、双方にとって実りのある情報交換が行
われた。
　現職教員学生および教職に就くことが予定されている学生を対象としたこのプログラムでは、
彼らの視野を広げ、新たな知識を獲得するのみならず、教育の担い手としての省察を行う機会と
なり、グローバリゼーション、多文化主義の中での教育・教師の使命や授業方法の改善・改革等
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を考えるうえで有益なものとなった。
（油布佐和子）
５．総括
　本教育・総合科学学術院とロンドン大学教育研究所（IOE）という各組織がもつ重要なアカデ
ミックスを確認すると同時に、共同研究、教員・学生間の相互交流、ワークショップなどの企画・
開催の可能性等を探る過程において、「覚書」の締結が早期に実現し得たことは何よりの成果で
ある。その学術交流は、将来的には教育学、教員養成、言語教育、社会科学、理科教育など多方
面への展開も予想され、今後への発展的な下地が生まれたといえる。
　本部会の活動は、学術院内の国際交流委員会と協働し、その IOEとの交流の推進と促進とを
担うものであった。双方向的な講師の派遣、学生の相互交流プログラムを企画･運営できたこと
は、研究部会員はもとより関係する教職員にとって有意義な経験となった。今後のプログラムの
策定や募集等のシステムの構築に対して、その経験知は発展的に継承し得るところと考える。こ
の２年間の活動はその橋渡しの役を果たし得たものということができる。
　次年度以降の活動においても、双方向の講師派遣研究交流に加えて、学術的セミナーの企画、
課題を選定しての共同研究、教授法・教授計画・教材・学術出版等々の情報交換、研究または教
育活動を目的とする学生の訪問交流のプログラムを可能なところから実現していくことが肝要で
ある。とりわけ学生交流に関しては、１週間～ 10日程度の参観あるいはワークショップ型等の
プログラムを、日本学生支援機構の支援の有無にかかわらず策定・実施することが望まれる。
（文責：堀　誠）
〔記録〕
〇2010年度
・2010年６月25日
　大学院教育学研究科開設20周年記念講演会
　　エドワード・ヴィッカーズ氏
・2010年10月１日　IOE招聘講演会
　　ポール･ダウリング氏
　　　「方法としての社会学―文化、テクスト、知識のフォレンシックス（科学的検査）からの離脱―」
・2011年３月７～ 10日　IOE 訪問
・2011年３月９日　IOE講演
　　湯川次義氏
「Modernization of School Education in Modern Japan：Denial of Early Modern Education and 
Foundation of The Modern State」
　　吉田文氏
「The State and Private Higher Education in Japan: The End of Egalitarian Policy?」
〇2011年度
・2011年５月　IOEと教育・総合科学学術院との「覚書」締結
199早稲田大学教育・総合科学学術院とロンドン大学教育研究所との学術交流について
　　2011年２～３月にかけて協議を進め、４月合意、５月調印。
・2011年６月　日本学生支援機構（JASSO）「平成23年度留学生交流支援制度（Short Stay & Short 
Visit）」の採択。
プログラム名〈「教育」を回路とする国際交流―早稲田大学教育･総合科学学術院とロンドン大
学教育研究所との交流―〉を４月申請、６月採択。
・2011年10月５日　IOE招聘講演会
　　トリスタン・マクコワン氏
「教育への参加型アプローチ : 国際的視座より」
（Participatory approaches to education：international perspectives）
・2011年11月７～ 12日　Short Stay プログラム「日本の教育現場を知るプログラム」実施
IOE院生15名来日。
・2012年１月～３月　Short Visit プログラムを実施
教育学部・大学院教育学研究科･大学院教職研究科在学生を派遣（32名）。
Aプログラム：教育学各領域を研究する大学院生（学士課程学生を含む）に対する日英双方での
個別研究指導
　　　　A１プログラム（３月５～９日：６名）
　　　　A２プログラム（１～３月：３名）
Bプログラム：英語教育を専攻する大学院生（学士課程生を含む）のLCC（学習・カリキュラム・
コミュニケーション）プログラム（３月５～９日：８名、３月５～ 19日：１名）
Cプログラム：初・中等教員のための日英比較教育実践セミナ （ー３月12 ～ 16日：13名）
〔研究発表会〕
・2010年度教育総合研究所公開研究発表会　2011年１月29日（土）　16号館107教室。
・2011年度教育総合研究所公開研究発表会　2012年１月28日（土）　16号館107教室。
〔刊行物〕
・2011年６月、『早稲田大学教育総合研究所所報』第14号「研究経過報告」。
・2011年11月、『Roundtable Proceedings―Institute of Educatio,University of London, Korea University and 
Waseda University Exchange Programme―』
・2012年６月、『早稲田大学教育総合研究所所報』第15号「研究完了報告」。
・2013年３月、『早稲田教育評論』第27巻第１号〔報告〕
【付記】本報告は、早稲田大学教育総合研究所研究部会「国際交流の推進：ロンドン大学教育研究所と
の交流（主任：2010年度 稲葉敏夫、2011年度 堀誠）」［2010 ～ 2011年度、Ａ１］の研究成果の
一部である。
